
第 2 号議案 

令和元年度 事業報告 

 

「第２次竹の台５か年計画」に基づき、下記事業を実施した。 

 

１．住民交流・親睦 

 

 

（1）交流・親睦事業 

①1７回竹の台ふれあいまつり（場所：竹の台小学校） 

  開催予定日は 10 月 13 日（日）であったが、悪天候により 14 日（月）に順

延した。会場準備から、出店、出演、片付け等を通じ、住民同士、他団体との

協力、連携を図ることができた。（参加者約 3500 名） 

②住民交流の場「竹の台地域福祉センター」「たけのパーク」の運営 

竹の台地域委員会が神戸市から指定管理を受けて管理運営を行っている「竹

の域福祉センター」は、自治会・管理組合の会議のほか、仲間同士のサークル

活動に活用され、交流・健康づくりの場となっている。 

たけのプラザにある住民交流施設「たけのパーク」では、運営団体である 

「NPO 法人たけのコム」と連携しながら、喫茶事業、一般開放事業、各種教室 

開催や貸館業務行っており、子どもからお年寄りまで、多くの住民の居場所と 

なっている。 

  【利用状況】 

 年度 竹の台地域福祉センター

利用者数（人） 

たけのパーク 

利用者数（人） 

平成 28 年度 10,121 19,168 

平成 29 年度 9,917 19,695 

平成 30 年度 10,552 20,622 

令和元年度 8,242 19,099 

 

（２）広報～情報共有 

地域の諸団体とも連携しながら、「竹の台総合新聞」の発行と「竹の台地域

コミュニティーサイト」（http://takenodai.net/）を運営、そのほか SNS を使

方針：様々な立場や世代の住民同士が交流・親睦を図れる機会や場があるまちをつくる 



った竹の台地域の情報発信に努めた。（フェイスブック：竹の台地域委員会、

西神タベレルタウン構想） 

① 竹の台総合新聞の発刊（発行部数：1 回 3700 部） 

 

②竹の台地域コミュニティサイトの更新・運営 

  竹の台地域コミュニティサイトの運営を行った。また、専門家をお招きし、

リニューアルの検討を行った。 

実施日 内容 参加人数等 

6 月 15 日 ホームページの構成について意見交換会 6 名 

8 月 25 日 各種 SNS の特長の勉強会 9 名 

11 月 20 日 

1 月 31 日 

2 月 25 日 

3 月 24 日 

専門家をお招きし、打合せ 3 名/回 

のべ 12 人 

   

新アドレス：https://www.takenodai.info/ 

  工夫した点 

  ・トップページから竹の台地域の緊急情報発信することができる。さらに、住

民意見の徴収のためのアンケートを設置した。 

  ・スマホで見やすい画面 

・アクセシビリティの向上（だれもが見やすい）（専門家に点検依頼した） 

・トップページに緊急情報を設置したことに伴い、「竹の台あんしん安全ネッ

ト」を廃止 

２． 住民自治 

 

 

① 行政主催の会議への参画 

・西区の区民まちづくり会議委員（安全・安心部会）として、西区計画の進捗状

況への提言を行った。 

・「プレンティ広場」在り方検討会（都市局主催） 

8 月 7 日、10 月 15 日、12 月 13 日、 

発刊号 発行日 発刊号 発行日 発刊号  発行日 

71 号 5 月 20 日 73 号 9 月 30 日 75 号 1 月 27 日 

72 号                7 月 22 日 74 号 11 月 25 日 76 号 3 月 16 日 

方針：自治会等を中心に、各団体が連携し、住民が主体的に参画しやすいまちをつくる 



② 団体別懇談会 

自治会を中心に各団体が連携し、住民が主体的に参画しやすいまちをつく

るため、住民同士の情報や課題を共有し、意見交換を行う「団体別懇談会」

を開催した。 

実施日 内容 参加人数等 

戸建て自治会 

懇談会 

7 月 7 日(日) 

高齢で一人暮らしになった時に、不安なこと・

困ること 

5 団体/5 団体

30 名 

 

戸建て管理組合

懇談会 

10 月 27 日(日) 

ごみステーションや共有植栽の散水の業務委託

について 

独り暮らしの方の緊急連絡先の管理について 

9 団体/12 団体 

13 名 

 

マンション 

管理組合懇談会 

2 月 2 日(日) 

大規模マンションにおける防災の取り組みにつ

いて 

独居高齢者の把握について 

2 団体/6 団体

5 名 

 

③自治組織のあり方検討 

 神戸市では、より総合的な地域運営が継続できるように「神戸市地域コミュ

ニティ施策の基本指針」により、地域への助成金が一部統合されている。令和

元年度は、北公園管理会、中公園管理会を竹の台地域委員会の組織（環境部）

に統合した。公園管理に関する助成金の申請や報告業務を竹の台地域委員会が

行うことで、公園管理会の事務負担の軽減となった。 

④ 地域の自主財源の確保と新たな人材の発掘 

  竹の台地域委員会と理念を同じくする NPO 法人たけのコムが行う事業と連

携させながら、自主財源の確保・地域活動を担う新たな人材の発掘を行った。 

・たけのパークや西神中央駐輪場の求人 

・さまざまなボランティア活動の募集 

   ・2 月 22 日 「ボランティア説明会・相談会」実施  参加者 8 名 

⑤西神中央駅周辺および西神中央地域のこれからについて 

・9月 14日 神戸市出前トーク「都市空間向上計画」 参加者 35名 

・1月 5日 竹の台円卓会議 

自治会、管理組合の代表 45名が参加。「竹の台から西神中央のまちづくり 

について考える」と言うテーマでワークショップを行った。そこで出た意見

をもとに「10の提案」としてまとめ、神戸市に提出した。 

（添付資料参照） 



⑥ＩＴを活用した住民の意見集約 

ホームページリニューアルに伴い、ITを活用した住民アンケートの方法に

ついて検討した。 

⑦選挙事務の遂行 

    平成 31年 4月 7日県会議員・市会議員選挙、および令和元年 7月 21日参

議院議員選挙において、投票管理者 1名・投票立会人 2名・投票従事者 7名

を竹の台地域委員会として推薦した。若い世代を積極的に登用した。   

⑧他地域の住民自治組織との交流・情報交換 

  他自治体の住民組織から、竹の台の地域活動に関する視察依頼があり受入れ

を行った。 

・令和 2年 13日（木） 徳島市コミュニティ連絡会 24名 

⑨他自治体に対し竹の台の取組み紹介 

・令和元年 9月 10日（火）いきがい助け合いサミット in 大阪 

・令和 2年 1月 17日（金）災害対策セミナー（神戸国際会館） 

・令和 2年 1月 27日（月）居場所コーディネータ―養成講座 

（学園都市・まちづくりスポット神戸） 

・令和 2年 2月 25日（火）明石市和坂コミュニティ協議会 

3. 高齢化への対応 

 

① バンブークラブ～高齢者給食会（70 歳以上）・竹の台朝市「ふれあい喫茶」 

住民交流施設「たけのパーク」では、福祉事業として高齢者食事会「バン 

   ブークラブ」を毎月第 1水曜日開催（11回）し、高齢者が楽しみにする交流

の場となっている。また、年 4回開催されている「竹の台朝市」では、高齢

者向けの「ふれあい喫茶」を開催。お菓子とお茶を無料で提供した。 

 

   ※バンブークラブ 3 月 4 日開催分について、コロナウィルス感染防止のため中止 

②おやじの会～地域の男性が地域活動の拠点を築く場 

毎月第４土曜日夕方「たけのパーク」で「おやじの会」を開催。立場を気 

にせず、気楽に退職した男性が交流し、地域のボランティアやコミュニテ・ 

 実施日 事業内容 参加者数 

毎月第 1 水曜日 

（11 回開催） 

バンブークラブ 

（高齢者食事会） 

70 歳以上対象 

平均 30 名参加/回 

6・10・12・3 月 ふれあい喫茶 

（竹の台朝市と同時開） 

敬老パス持参者対象 

平均 50 名参加/回 

方針：高齢者が立場を気にせず交流し、生き生き暮らせ、活躍しやすいまちをつくる 



ビジネスにデビューするための情報交換などを行った。（登録者２０名） 

③ めざせ！ＨＡＰＰＹ１００年人生～高齢に関する勉強会の開催 

昨年度から引続き、毎月第３土曜日 13 時 30 分～15 時 たけのパーク 

で 10 回高齢についての勉強会を実施した。 

 

④「地域ケア会議」への参加～高齢者ケア施設との情報交換・連携 

    （中学校区単位でのデイサービス施設の運営状況等情報交換会） 

   9 月 18 日（水）、3 月 18 日（水） 

４．少子化 

 

①たけのパーク～放課後の子どもの「居場所」作り 

地域住民で運営する住民交流施設「たけのパーク」では、駄菓子屋を設置

し、放課後の子どもたちの居場所作りに取組んだ。 

② 美竹っ子応援団～学校応援団を通して学校支援 

竹の台ふれあいまつり、トライやるウィーク、合同クリーン作戦実施等、

さまざまな地域の行事の場面で子どもたちが参画する場を設けた。これら活

動に関しては、小中学校の活動を地域が支えることで子ども達の健やかな育

ちを育む「美竹っ子応援団」の仕組みを活用した。 

 

 

 

 

 

実施日 対象 参加人数 

4 月 20 日（土） 高齢者向け住宅・施設について 22 名 

5 月 18 日（土） エンディングノート・セミナー 19 名 

6 月 15 日（土） 高齢期の保険について 14 名 

7 月 20 日（土） 認知症を理解し、予防しよう 12 名 

8 月 17 日（土） 認知症になっても安心して暮らしていけるまちへ 22 名 

9 月 21 日（土） 認知症のはなし 17 名 

10 月 19 日（土） 認知症サポーター養成講座 10 名 

12 月 21 日（土） 実践編 14 名 

1 月 18 日（土） 災害時要援護者の取組み 11 名 

2 月 15 日（土） 訪問看護について 20 名 

方針：地域全体で子どもを育て、次世代も竹の台の定住を選ぶまちをつくる 



実施主体 実施日 事業内容 参加者数／対象 

竹の台 

小学校 

9 月 25 日 伝承文化授業 5 年生 48 名 

豪ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ小 20 名 

11 月 20 日(水) 竹の台一斉クリーン作

戦 

小中学生 460 名 

教員･地域 60 名 

1 月 22 日（水） 昔のくらし 3 年生 76 名 

2 月 12 日（水） 昔のあそび 1 年生 87 名 

西神 

中学校 

6 月 3 日～ 

6 月 7 日 

トライやるウィーク 

生徒受け入れ 

中学 2 年生 

のべ 13 名 

地域 

委員会他 

7 月 22 日～ 

7 月 31 日 

ラジオ体操 

於：竹の台小 

のべ 1,076 名 

（一日平均 108 名） 

10 月 14 日(月) 竹の台ふれあいまつり 

西神中模擬店運営 

ステージ、設営等補助 

子どもコーナー 

西神中生徒 

竹の台児童館 

青少協竹の台支部 

 

③竹の台児童館との連携  

地域の子育て拠点である竹の台児童館の運営委員会・日曜開放委員会に参 

加して、地域で子ども育てる仕組み・場を作った。 

実施日 事業内容 参加者数 

7 月 27 日（土） なつまつり 113 名 

10 月 26 日（日） 和菓子作り 21 名 

12 月 7 日（土） しめ縄作り 24 名 

1 月 18 日（土） もちつき・昔の遊びコーナー 195 名 

 

④地域の子育て情報の発信～竹の台総合新聞・ホームページ 

これら地域の子育て情報について、竹の台総合新聞やホームページを活用 

して発信を行った。 

 

⑤ 西神中学校３０周年事業への協力 

②美竹っ子応援団～学校応援団を通して学校支援にあるような行事等への協

力とともに、NPO法人たけのコムと連携しながら、資金面での協力を行っ

た。 

 

 

 

 



 ５．防災 

 

① 竹の台一斉避難訓練の実施 

竹の台で第 4 回目になる一斉避難訓練を実施し、新たな取組みとして、家 

族全員が無事で救助を必要としないことを玄関などに表示する「わが家の安 

否玄関表示」を実施した。 

実施日 内 容 参加人

数 

会場 

6 月 9 日

（日） 

防災ワークショップ 

（避難訓練へ向けての準備） 

34 名 竹の台地域福祉セ

ンター 

9 月１日

（日） 

一斉避難訓練・避難所開設訓練 467 名 西神中学校体育館 

 

②西神ニュータウン 6 地区防災福祉コミュニティ連絡会 

 西神ニュータウン 6 地区が合同で行っている市民防災リーダー研修会、合同 

防災訓練、研修会に参加。 

実施日 内 容 全参加人数 うち竹の台 

5 月 11 日（土） 市民防災リーダー研修会 87 名 15 名 

12 月 7 日（土） 西神ﾆｭｰﾀｳﾝ 6 地区合同防災訓練 198 名 16 名 

1 月 23 日（木） 西神ﾆｭｰﾀｳﾝ 6 地区合同研修会 48 名 10 名 

合 計 333 名 41 名 

 

③ 市民救命士講習会    

一家族 1 市民救命士の習得実現のため、市民講習会を実施した。 

 

④ 学校園との防災教育活動（市民救命士講習会再掲） 

竹の台の学校園等が実施する防災訓練・防災教育の支援を行った。 

 

 

 

実施日 実施内容 参加人数 

6月 16日（日） 竹の台小学校学校開放委員会 9名 

 竹の台地域委員会（住民対象） 17名 

11月 22日（金） 西神中学校 1年生 112名 

1月 17日（金） 竹の台小学校 3・4年生（入門編） 140名 

合計 278名 

方針：家庭、自治会、竹の台全体それぞれで防災対策が図れるまちをつくる 



⑤ 親子向け防災講座の実施 

親子向けの防災イベントや講座を開催しました 

 

・親子ぼうさい教室 

 

６．防犯 

 

 

① 登下校時の見守り活動・あいさつ運動～地域防犯グループの募集 

竹の台小学校保護者と連携してながら、登下校の見守り活動を行った。ま

た、11 月には、「子ども見守り強化月間」を実施し、地域全体で子どもを見守る

啓発を行った。見守り活動を支援するための「子ども安全基金」への寄付を、個

人および自治会・管理組合から募った。 

実施日 実施内容 参加人数 

6月 7日(金) 
西神中トライやるウイーク 

備蓄倉庫・防災倉庫の資機材点検 

生徒 6名 

大人 3名 

7月 5日(金) 西神中学校防災教育（1年生）「クロスロード」 
生徒 112名 

大人 20名 

10月 30日(金) 竹の台保育園防災訓練（煙体験・ぼうさいﾀﾞｯｸ） 
幼児 120名

ｽﾀｯﾌ 41名 

11月 12日(火) 
竹の台児童館・保育園・地域福祉センター 

たけのパーク合同避難訓練 

幼児 80名 

ｽﾀｯﾌ 20名 

11月 22日(金) 西神中学校 1年生市民救命士講習会 
生徒 112名

ｽﾀｯﾌ 18名 

1月 17日(金) 
竹の台小学校＆地域合同防災訓練Ⅱ 

・ぼうさいダック、心肺蘇生法、クロスロード 

児童 400名 

大人 100名 

合計 1376名 

実施日 実施内容 参加人数 

7月 27日(土) 
竹の台児童館なつまつり「ぼうさいコーナー」 

ぼうさいﾀﾞｯｸ、ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ、AEDなど 

子供 220名 

ｽﾀｯﾌ 20名 

10月 14日(月) 竹の台ふれあいまつり「防災コーナー」運営 100名 

合計  

実施日 実施内容 参加人数 

1 月 19 日(日) 竹の台親子防災教室Ⅰ（ハザードマップの活用）  6 名  

2 月 16 日(日) 竹の台親子防災教室Ⅱ（非常持ち出し袋） 5 名 

合計 11 名 

方針：自治会・管理組合が主体となり、住民全体の防犯意識を高める 



内容 実施日 参加人数 備考 

登下校見守り 

活動 

通年 

188 日 

 3,259 名 H17 年から 

通算    2,845 日 

子ども安全 

連絡会 

5 月 15 日(水) 

9 月 12 日（木） 

1 月 15 日(水) 

１８名 

１４名 

２０名 

竹の台小保護者・学

校・地域見守りグルー

プとの情報交換の場 

見守り強化月

間 

11 月 自治会・管理組合に啓発ポスター・回覧 

竹の台 

子ども安全基

金 

H19 年～ 小学校保護者、地域住民（10 名）、自治

会・管理組合（７団体）・地域団体（２団

体）から合計 131,825 円寄附。 

 

② 夜間パトロール～門燈点灯率アップの取り組み 

自治会・管理組合をはじめ、青少年育成協議会、老人会等の参加により実施 

した。 

 

 

③防災・防犯共通 

防犯情報については、竹の台交番と連携し、自治会・管理組合配布用の 

ニュース作成を依頼。自治会・管理組合には会議等でその旨周知した。 

防災に関しては、一斉避難訓練の準備の中で、各団体の役員の方が、役員 

 会等団体内で取り組みを進めやすいように、情報・データの提供など行った。 

 また、「竹の台あんしん・安全ネット」を活用した防犯情報の発信を 

行った。（5 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 実施日 参加人数 

夏季 
7月 26日（金） 56名 

8月 30日（金） 52名 

冬季 
12月 26日（木） 41名 

12月 27日（金） 34名 

合計  183名 



７．生活環境 

 

 

（１）環境整備～地域全体で実施することにより効率化を図る 

①道路補修  

7 団体から、道路のひび割れ、陥没、植栽の伐採等の要望があり、神戸市西建 

設事務所に要望書を提出した。（6 月） 

 また、神戸市が人口減少対策として取り組んでいる「リノベーション・神戸～

人にやさしく明るい神戸」の一環として“まちなか街路灯の大増設と LED 化”

を進めており、街路灯設置の要望書を提出した。（1 月） 

②一斉清掃  

12 月 1 日 25 の自治会・管理組合のうち、14 団体が参加した。 

③公園管理の受託（北公園・中公園） 

 これまで、個別で行っていた北公園管理会、中公園管理会の活動を竹の台地域 

委員会の活動に統合した。竹の台地域委員会が事務負担をすることで、個別の公 

園管理会の負担が減ることになった。 

④市民花壇(タケくん花壇)の運営 

  地域福祉センター周辺では、市民花壇を実施し、まちの美化に努めた。 

（２）環境啓発 

①竹の台朝市 ～ 地産地消と住民交流 

竹の台小学校で朝市を年 4 回開催、地産地消や食・農産物を通した住民交流

を行った。 

②竹の台ふれあいまつり 

「環境コーナー」「フリーマーケット」を運営し、減量・分別啓発を行った。 

③西神タベレル・タウン構想 ～ オリーブを使ったまちづくり 

ふれあいまつりでオリーブのテイスティングコーナーやオリーブの枝を使っ

た冠作りコーナーを運営。さらに、竹の台地域福祉センターや竹の台小学校、

西神中学校に植えたオリーブの実を使って搾油体験会を実施した。 

④フードドライブ活動 ～ 食品ロス・ごみ減量化 

家庭に眠っている賞味期限の切れていない食品を持ち寄り、集めて、支援を

必要とする人達に無償で届ける活動。竹の台ふれいあいまつりや竹の台朝市で

実施した。 

 

方針：あらゆる世代の住民が協力して、環境にやさしく、美しいまちをつくる 



 

⑤地域福祉センターの清掃 

 

 

8．その他～事務局活動 

実施日 事業名 テーマ 

7 月～10 月 ふれあいまつり準備会議 3 回  

地域委員会・各団体役員（まつ

り） 

第 4 土曜日/

月 

地域委員会役員会 活動検討や問題処理について 

 

実施日 事業内容 参加者（団体）数 

 竹の台朝市（場所：竹の台小学校） 朝市には毎回 300 人～

500 人 

6 月 23 日 第 55 回竹の台朝市 

 フードドライブ活動 

フードドライブ活動 

3 名 23 点 

10 月 14 日 第 17 回竹の台ふれあいまつり 

 ごみ分別啓発、フリーマーケット 

 第 56 回竹の台朝市同時開催 

 オリーブコーナー 

 フードドライブ活動 

ふれあいまつりでのフー

ドドライブ活動 

27 名 58 点 

11 月 24 日 オリーブ搾油体験会 10 名 

11 月 25 日神戸新聞掲載 

12 月 8 日 第 57 回竹の台朝市 

 オリーブコーナー 

 フードドライブ活動 

 

3 月 1 日 第 58 回竹の台朝市 

 フードドライブ活動 

フードドライブ活動 

1 名 4 点 

実施日 事業内容 参加者（団体）数 

7・12 月 地域福祉センター清掃 7 月 30 名、12 月 24 名 


